
　市内中学生がサマーボランティアス
クールを通して、民生児童委員さんと
一緒にボランティア体験をしました。
　笑顔いっぱいにお弁当を届けてき
ました。
　活動を通して福祉やボランティア
活動への関心を深める機会となりま
した。

こんにちは！ お弁当を届けに来ました
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高
齢
化
率
42
％
を
超
え
る
南
房
総
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
ま
た
社
会
構

造
の
変
化
に
伴
い
、
生
活
困
窮
を
は
じ
め
、
社
会
的
孤
立
な
ど
福
祉
課
題
・

生
活
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
し
て
福
祉
に
対
す
る
要
望
が

益
々
高
く
な
り
、
ま
た
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
介
護
・
医
療
・
生
活
支
援
・
介
護
予
防

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
地
域
支
援
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と
地
域
の
福
祉
関
係
者
や
福
祉
分
野
以
外

の
方
々
と
の
協
働
に
よ
り
福
祉
課
題
に
つ
い
て
協
議
、
検
討
す
る
協
議
体
の

設
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
と
は
？

　
（ 

南
房
総
市
社
協
職
員
が
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
な
り
ま
す
。）

　

多
様
な
組
織
や
団
体
に
よ
る
地
域
の
生
活
支
援
・
介

護
予
防
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
一
体
的
活
動
に

結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
持
ち
、「
地
域

資
源
の
開
発
」「
関
係
機
関
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
」「
ニ
ー
ズ
と
取
り
組
み
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◆
協
議
体
の
設
置
と
は
？

　

多
様
な
組
織
や
団
体
間
の
定
期
的
な
情
報
共
有
及
び

連
携
・
協
働
に
よ
り
「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
整
備
」
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

南
房
総
市
で
は
地
域
福
祉
課
題
を
取
り
上
げ
て
検
討

す
る
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
考
え
方
を
活
か
し
生
活

圏
域
で
あ
る
市
内
７
地
域
（
旧
中
学
校
区
単
位
）
に
設

置
し
ま
す
。

◆
協
議
体
に
期
待
さ
れ
る
機
能
・
役
割
と
は
？

　

○ 
地
域
ニ
ー
ズ
の
状
況
の
見
え
る
化
と
問
題
の

提
起
を
行
い
ま
す
。

　

○ 

地
域
に
あ
る
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
協

同
組
合
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
へ
の
協
力
依
頼

な
ど
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

○
関
係
者
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
ま
す
。

　

○ 

目
指
す
地
域
の
姿
・
方
針
の
共
有
、
意
識
の
統

一
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

○ 

生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
担
い
手
の
養
成
や

サ
ー
ビ
ス
（
仕
組
み
）
を
作
り
ま
す
。

　

○ 

ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

　　
※ 

地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
介
護
予
防

（
高
齢
者
の
社
会
参
加
）
の
視
点
を
も
っ
た
活
動
と
な
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

※ 

協
議
体
の
メ
ン
バ
ー
は
固
定
さ
れ
た
も
の
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
協
議
の
内
容
に
よ
っ
て
多
様
な
人
数
、
メ
ン
バ
ー
構
成

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

多様な主体による生活支援サービスの重層的な提供

市
町
村
単
位
の
圏
域

自
治
会
単
位
の
圏
域

小
学
校
区
単
位
の
圏
域

主
体
事
業

地域の課題は何があるんだろう？



南房総市社会福祉大会では、福祉作文・募金箱
コンクールの表彰が行われました。

千倉地区の「ふれあいの日」
笑顔いっぱいの交流となりました。

高齢者や障がいのある方へ、車イスのまま
乗れる福祉車両を貸出しました。
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赤い羽根共同募金運動に
ご協力をお願いします

　～みんなが社会の一員として包み支え合うしくみづくり～
をスローガンに赤い羽根共同募金運動が全国一斉にはじまります。
　皆さまからお寄せいただいた募金は、南房総市の福祉の事業や
支援を必要としている人たちに役立てられます。
　どうぞ地域の皆様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。

○災害時における支援体制を整備
○福祉機器をリサイクルし必要な方々へ提供
○結婚 50周年祝賀事業・高齢者名作展
○介護者の介護軽減を図る
○ 広報紙発行やホームページ運営、社会福祉大会
など地域福祉の広報啓発
○ 歳末時期に支援を必要とする方たちや、福祉施
設の行事などへの支援

募金実施方法 戸別募金　法人募金　学校募金　職域募金
イベント募金　協力店の募金など

戸別募金につきましては、区長さんはじめ区の役員さんのご協力をいただき１世帯あたり
５００円を目安にご協力をお願いしています。

　平成 27年度の皆さまからお寄せいただいた赤い羽根募金は 6,811,147 円　歳末たすけあい
募金は 6,627,281円となりました。ご協力に感謝申し上げます。
　また、皆さまからお寄せいただいた募金は、下記のような南房総市の福祉活動の事業（事業
費5,611,272円）に役立てられています。

戸別募金

赤い羽根共同募金
平成28年10月1日▶平成29年3月31日

歳末たすけあい募金
平成28年12月1日▶平成28年12月31日

　　次代を担う子供たちの
　　　　　　福祉育成事業のために

地域の世代間交流事業などに

その他の事業として　 　高齢者・障がい者の方々の
　　　　　　外出支援のために



6月28日

7月13日

願
い
が
届
き
ま
す
よ
う
に

ま
た
、一
緒
に
遊
ん
で
ね

和
田
地
区
社
協
ふ
れ
あ
い
交
流
会

三
芳
お
達
者
サ
ロ
ン
と

　
　「
や
ん
べ
ぇ
か
い
」と
の
交
流
会

　

和
田
地
区
に
お
住
い
の
高
齢
者
の
方
に
、
和
田
小
学
校
１
・

２
年
生
が
学
校
で
の
勉
強
の
成
果
を
発
表
す
る
高
齢
者
と
の

ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
大
き
な
声
で
屋
号
を
含
め
た
自
己
紹
介
を
す
る

と
「
あ
そ
う
の
家
の
子
か
い
！
」「
も
う
、
こ
ん
な
に
大
き
く

な
っ
た
ん
だ
ね
」
な
ど
の
声
が
高
齢
者
の
方
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

　

学
習
成
果
の
発
表
と
し
て
、
運
動
会
で
も
行
っ
た
ソ
ー
ラ

ン
節
を
、会
場
を
大
き
く
使
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、

合
い
の
手
や
盛
大
な
拍
手
が
参
加
し
た
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
七
夕
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
高
齢
者
の
方
と
一
緒

に
七
夕
飾
り
や
短
冊
を
作
り
、
短
冊
に
は
「
サ
ッ
カ
ー
せ
ん

し
ゅ
に
な
れ
な
す
よ
う
に
」「
じ
が
う
ま
く
な
り
ま
す
よ
う

　

お
達
者
サ

ロ
ン
三
芳
地

区
で
は
、
地

域
づ
く
り
協

議
会
「
み
よ

し
」
の
中
の

活
動
グ
ル
ー

プ
の
ひ
と
つ

で
子
供
た
ち

の
交
流
の
場

づ
く
り
・
世

代
間
交
流
・

い
こ
い
の
場

づ
く
り
を
目

的
と
し
た「
や
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に
」「
ボ
ケ
ま
せ
ん
よ

う
に
」「
健
康
で
長

生
き
で
き
ま
す
よ
う

に
」
な
ど
の
願
い
事

が
書
か
れ
、
竹
に
た

く
さ
ん
飾
り
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い

ふ
れ
あ
い
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

7月15日

め
ざ
せ
！
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

　
長
尾
地
区
社
協
　
二
世
代
交
流

　

地
域
の
高
齢
者
と
小
学
生
の
交
流
の
場
と
し
て
二
世
代

交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
今
年
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
17
名
と
高
齢
者
で
８
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
作
っ
た
ホ
ー
ル
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
己
紹
介
を
し
て
ス
タ
ー
ト
。

　

最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
競
技
を
進
め

て
い
く
と
徐
々
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。

　

初
め
て
行
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
指
導
の
も
と
、
め
き
め
き
と

上
達
し
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る
小
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
体
育
館
へ
移
動
し
て
、
お
手
玉
な

ど
の
手
遊
び
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
い
、
す
っ
か
り
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
楽
し

か
っ
た
〜
」　
「
か

わ
い
い
子
た
ち
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
出
来
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
の

声
も
あ
り
、
楽
し

い
一
日
が
過
ご
せ

ま
し
た
。

ん
べ
ぇ
か
い
」
が
主
催
す
る
「
と
な
り
の
み
よ
ち
ゃ
ん
」

と
の
交
流
会
を
み
よ
し
交
流
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

お
達
者
サ
ロ
ン
の
利
用
者
が
折
り
紙
を
し
て
い
る
と
子

供
た
ち
が
「
な
に
折
っ
て
る
の
？
」
と
興
味
津
々
に
寄
っ

て
き
て
、「
僕
も
作
り
た
い
」「
私
も
や
り
た
い
」
と
、
紙

風
船
の
折
り
方
を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
達
者
サ
ロ
ン
に
来
て
い
る
方
は
、「
こ
こ
は
こ
う
折
る

ん
だ
よ
」
な
ど
と
一
緒
に
教
え
な
が
ら
折
り
紙
を
折
っ
た

り
、
お
手
玉
や
簡
単
な
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
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様
々
な
理
由
で
の
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
協
の
生
活
相
談
・
支
援
窓
口
へ

【
対
象
者
】
南
房
総
市
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

【
時　

間
】
午
前
９
時
か
ら
正
午
頃
ま
で

【
料　

金
】
１
回　

300
円

　

※
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
い
た
し
ま
す
。（
お
住
い
の
地
区
内
） 

申
込
・
問
い
合
せ
先

内房地区 朝夷地区

月 富山公民館 和田地域福祉センター
やすらぎ

火 富山公民館 白浜コミュニティセンターー

水 とみうら元気倶楽部 丸山公民館

木 三芳保健福祉センター 和田地域福祉センター
やすらぎ

金 富山コミュニティセンター ちくら介護予防センター
ゆらり

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会（
本
所
）ま
た
は
、お
近
く
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

☆お達者サロンでは、運営のお手伝いをしてくださる
　ボランティアさんを募集しています。
　ご利用者の方たちと楽しい時間を作りませんか？

　

様
々
な
理
由
で
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
や
不
安
を
感
じ
た
ら
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
こ
う
し
た
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

● 

生
活
に
困
っ
て
い
る
が
相
談
す
る
人
が
誰
も
い
な
い
。

●
ひ
き
こ
も
っ
た
家
族
が
い
て
将
来
が
不
安
。

● 

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
重
な
っ
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

● 

働
き
た
い
け
れ
ど
経
験
や
自
信
が
な
く
て
不
安
。

● 

人
と
の
か
か
わ
り
が
苦
手
で
就
職
で
き
な
い
。

● 

税
金
や
健
康
保
険
料
な
ど
の
支
払
が
計
画
的
に
で
き
な
い
。

● 

借
金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
。

● 

支
出
が
多
く
て
大
変
。
お
金
の
使
い
方
を
一
緒
に
考
え
て
欲
し
い
。

◆
支
援
の
な
が
れ

　

担
当
の
相
談
員
が
生
活
状
況
を
う
か
が
い
、
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
、

一
緒
に
問
題
を
整
理
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
と
も
に
解
決
策
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

支
援
プ
ラ
ン
に
そ
っ
て
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
生
活
支
援
を
し
ま
す
。

　

ご
相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
電
話
や
窓

口
で
の
相
談
の
ほ
か
、
訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

◆
ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ

　

受
付
時
間
／
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
※
祝
祭
日
は
除
く
）

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
ま
た
は
、
お
近
く
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

仕
事
の
ご
相
談

家
計
の
ご
相
談

お手伝いしてくださるボランティア募集

生
活
の
ご
相
談

仕
事
の
ご
相
談

家
計
の
ご
相
談

☆開催場所☆
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千
倉
地
区
の
「
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
ち
く
ら
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
千
倉
地
区
に
お
住
い
の
70
歳
以
上
１
人
暮
ら
し
の
方
に

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
で
手
作
り
の
お
弁
当
を
作
っ
て
い
る
会
員

40
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

千
倉
地
区
は
、
３
地
区
に
分
け
て
月
３
回
、
１
回
に
約
100
食
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

材
料
は
地
産
地
消
で
旬
の
も
の
を
使
い
、
す
べ
て
手
作
り
で
昔
な
つ

か
し
い
家
庭
の
味
を
大
切
に
し
た
デ
ザ
ー
ト
付
き
の
お
弁
当
で
す
。

　

お
弁
当
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
か
ら
「
今
日
の
お
弁
当
お
い

し
か
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。」

の
一
言
が
大
変
う
れ
し
く
元
気

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
は
必
ず
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に
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お
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作
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で
大
歓

迎
で
す
。

想
い
を
こ
め
て
お
弁
当
を
作
っ
て
い
ま
す
♪

【申込・問い合せ先】
南房総市社会福祉協議会（本所）
または、お近くの福祉サポートセンターへ

南房総市社協では、災害が起きた時に
備えて各地からボランティアを受け入れる
ための「災害ボランティアセンター立ち上
げ訓練」を毎年実施しています。
　そこで、今年度も訓練を実施するにあた
り企画運営にご協力をいただく地域のボ
ランティアさんを募集します。
※現在 9 名のボランティアさんのご登録
　をいただいております。

企画・運営ボランティア
災害ボランティアセンター立ち上げ訓練

募集

今年も市内の中学生を対象としたサマーボランティ
アスクールに 37名の中学生が参加しました。
１日目は講座として地域で活動しているボランティア
さんに体験談をお話しいただき、ワークショップで
自分たちにもできるボランティア活動をボランティア
さんと一緒に考えました。
　２日目は福祉施設でボランティア体験するコースと
一人暮らしのお年寄りに地域の民生児童委員さんと
一緒に月１回昼食をお届けするふれあいランチサービ
スとお達者サロンでのお手伝いをするコースに分か
れて、それぞれ地域でボランティア活動をしました。
　ボランティア体験した生徒からは「自分にとっては
何気ない行動が高齢者の方にとっては、とてもうれ

自分たちにできる事って何だろう？
サマーボランティアスクール

しい事だったりした。
少しでも高齢者の方
には優しくしていこう
と思った。」などの感
想が聞かれ、ボラン
ティア活動への関心
が深まりました。

7月16・18・19日



【受け取り窓口】
南房総市社会福祉協議会（本所）または、
お近くの福祉サポートセンターへ

 ●集めたベルマークは切り取ってこちらの箱に入れてください

● 南房総市社会福祉協議会
　ホームヘルプサービス　 29 - 5 0 2 1

● 南房総市社会福祉協議会
　ケアプランセンター　　 29 - 5 0 2 2

靴を選ぶ時のポイント
①足は２～３mmむくむので靴は夕方　 
　選びましょう
②実際に履いてみましょう
③履き口が大きいものを選びましょう

　足の指が変形している、むくみがある方などのために履

きやすい「靴」としてたくさんの種類が販売されています。

　安全で、履きやすい靴を履き、つまづきや転倒を予防し

歩くことで筋力アップや心肺機能を高めましょう。

自分の足に合う靴を履き、
　　　　生活範囲を広げましょう！

※右足と左足で違うサイズも購入できます。

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 38 ●

ベルマークで
「東日本大震災」被災校の支援を！ ～介護者のつどい～

便利な機能がついていますね

靴選びについて

▲
▲

▲
▲

7月12日



    

    

　

    　 　 　

善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上
のため有効に役立たせていただきます。ありがとうございました。

敬称略/平成28年６月～平成28年８月

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市千倉町瀬戸 2705-6

44-3577　 44-3542
◆とみうら福祉サポートセンター　 33-4565
◆とみやま福祉サポートセンター    57-2926
◆みよし福祉サポートセンター　    36-2276
◆しらはま福祉サポートセンター    30-5122
◆ちくら福祉サポートセンター　　 44-3541
◆まるやま福祉サポートセンター    46-2200
◆わだ福祉サポートセンター 　      47-3390
◆ホームヘルプサービス　　　　    29-5021
◆ケアプランセンター　                29-5022

たくさんのまごころありがとうございます。
　

たくたたた

～法律に関することでお悩みの方～

開設日 場　　　　所 担　　当

  10月 27日 （木） 三芳保健福祉センター 弁護士 

　11月 24日 （木） 白浜コミュニティセンター 弁護士

 12月22日（木） 富山公民館 司法書士

時間／午後１時～午後４時　
予約・問い合せ先　 ４４－３５７７

44-3577

○事前予約申込：随時電話にて予約を受け付けます。
○定　　員：6人（相談はおひとりにつき 30分まで）
○そ の 他 ：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。

詳しくは　南房総市社会福祉協議会

株式会社おどや　　　　　　　　　　  39，616円
安房高第29回卒業生同窓会　　 　　  59，244円
ひまわりキッズ＆フルール　　　  　　  15，000円
匿名　4件                          　 　 　 74，948円

ー 発行・編集 ー

　南房総市内に在住し、在宅で日常生活のほとん
どに介護を必要とする方に紙おむつを給付します。

広報紙「てんだぁ３７号」の掲載内容に一部掲載漏
れがありました。

　１０ページ、善意の寄付の紹介で　　※敬称略
　石井ひろみ　（物品寄付：衣類・缶詰・紙おむつ・飲料）
　青木板金　　（物品寄付：車イス）
　渡辺義巳　　（物品寄付：衣類）
ここに謹んでお詫び申し上げます。

○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

・1日中ベット上で過ごされ日常のほとんどに介護を要す
　る要介護認定３・４・５の方

・身体障害者手帳1級・2 級の方

・精神障害者保健福祉手帳および療育手帳をお持ちの方

紙おむつ　尿取りパット　フラットタイプの内1品目

・65歳以上で要介護４・５の方、介護をしているご家族
※要介護高齢者の属する世帯全員が前年度市民税非課税の世帯

紙おむつ　尿取りパット　紙パンツ
※1回あたり25,000 円以内

申込期限／平成 28 年10月 31日（月）まで
給付月／平成 28 年12月
申込先／南房総市社会福祉協議会各福祉サポートセンター
問い合せ先／南房総市社会福祉協議会（本所）
　　　  または、 お近くの福祉サポートセンターへ　

　

対
象
者

対
象
者

品
目

品
目

紙おむつを給付します

無料法律相談

 第14回 フードドライブ 
≪食品の募集≫

平成28年９月12日（月）～10月31日（月）まで

【寄付いただきたい食品】
●穀類(お米、麺類、小麦等)
●保存食品(缶詰・瓶詰等)
●乾物(のり・豆など)
●インスタント・レトルト食品
●飲料(ジュース、コーヒー、お茶)
●ギフトパック(お中元、お歳暮等)

　　　　　＊注意いただきたい点＊
◎賞味期限が明記され、かつ2ヵ月以上あるもの
◎常温で保存が可能なもの
◎未開封であるもの
◎破損で中身が出ていないもの
◎お米は平成２７・２８年度産に限ります（玄米可）

ご家庭で不要な食品があればぜひご寄贈ください。

【受け取り窓口】
南房総市社会福祉協議会（本所）または、
お近くの福祉サポートセンターへ

募集


